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1. はじめに 

1.1 大学院受験は【学力＋情報収集力】で決まる 

大学受験と比較すると、大学院受験の関連の書籍や、インターネットで出回ってい

る情報は 20 分の 1 以下でしょう。 

大学院受験の情報が出回っていない理由は、以下の 3 点です。 

 

① そもそも大学院受験経験者が少ない 

② 受験する大学院、研究科、専攻により求められる知識が異なり一般化しにくい 

③ 説明会や研究室訪問、志望理由書や面接試験、筆記試験などやることが多い 

 

そのため、『情報収集が充分な人』と『情報収集が不足している人』では、試験対

策の効率が全然違えば、大学院合格率も大きく変わってきます。 

 

例えば、過去問の解答を例に考えるとわかりやすいです。 

大学受験であれば、『赤本』と呼ばれる過去問題集を購入することにより、大学、学

部、学科別で丁寧な解答を入手することができます。 

 



しかし、大学院受験においては、過去問題週の解答を書店で買うことはできませ

ん。 

過去問の解答を入手できる人は、わからなければすぐに解答を確認して解き方を覚え

ればどんどん点数が上がります。 

過去問の解答を入手できなかった人は、わからなければ何時間も時間をかけ、分かる

まで解答づくりに没頭しなければいけません。しかも、その解き方や答えがあってい

る保証もありません。 

おそらく、院試対策に 3～5 倍近い時間が必要になってしまうでしょう。 

 

このように、大学院受験（院試）は、学力のみではなく『学力＋情報収集力』が合

否を分けます。 

 

1.2 東京大学大学院受験経験と 200 人以上の院試に携わってき

た経験 

 

くろまあくと【受験した大学院】 

・東京大学大学院 工学系研究科 システム創生学専攻 【合格・進学】 

・東京大学大学院 新領域創生科学研究科 国際協力学専攻 【合格】 



 

私は、自分自身が東京大学大学院を受験した経験と、東大院試サークルというサー

クルの発足当初から 200 人以上もの院試対策に携わった経験を活かし、正確で有益な

院試の情報を発信しています。 

 

【東大院試サークル ESCAPE】 

・東京大学を中心とした難関大学受験予定者、合格者が集うインカレサークル 

・主に、過去問やその回答、院試に関する議論・疑問解決の場を提供 

・メンバーは 500 名以上 

・近年では 20 人以上が難関大学大学院（主に東京大学）に合格 

 

ESCAPE の活動内容や合格実績は、こちらから確認して下さい。（外部リンクに飛

びます） 

自分自身で大学院受験を経験し、200 人以上の大学院受験に携わってきているの

で、私は、どこよりも大学院受験生に寄り添った有益な情報を発信していると自負し

ています。 

 

院試が不安なのは、情報不足が原因です。 

https://kuroma-akuto.com/?page_id=1325


ぜひ、本書を何度も読み込み、万全の体制で面接試験に臨んで下さい。 

それでは早速、大学院受験面接対策をご紹介していきます。 



2. 面接試験では何を見られているのか？ 

2.1 なぜ面接試験があるのかを、自分で考えることが大切 

『求められていること』を満たす必要があるのは、なにも面接試験に限った話では

ありません。 

 

筆記試験では、求められていること（合格点）を満たせばパスできます。 

就職活動では、企業が求めていることを満たせば内定がもらえます。 

社会に出てからは、消費者やクライアント、上司や同僚が求めていることを満たすこ

と自体が仕事です。 

 

ただし、何を求められているのかは目で見えないので、『求められていること』を

知るためには自分の頭で考える必要があります。 

 

逆に言えば、自分の頭で考えて、なにを求められているのかが正確にわかれば、常

に最高の成果を生み出すことができるようになるということです。 

 

「院試の面接試験はなぜあるのか」は、『なにを求められているのか』を考えるい

い機会ですので、ぜひ、自分の頭で考えながら読み進めていって下さい。 



 

2.2 筆記試験が『学力』を試す試験なら、面接試験は『人間性』

を試す試験 

筆記試験で見られているのは、一言で表すなら『学力』ですよね。 

 

【筆記試験で見られていること】 

・頭は良いか 

・勉強ができるか 

・一人で努力できるか 

 

このような、【個人の内側で完結する能力】を見られているといえるでしょう。 

 

一方で、面接で見られているのは、『筆記試験では測ることができないもの』で

す。 

でなければ、わざわざ教授陣が貴重な時間を割いてまで面接を行う意味はありませ

んよね。 

 



つまり、面接試験で見られているのは、コミュニケーション能力や性格、考え方な

どの『他社が介在する能力』あるいは『その人の性質』ということになります。 

『人間性』という言い方の方がわかりやすいかもしれません。 

 

では、具体的にどんな人が求められているのかを、面接官（教授）の視点から考え

ていきましょう。 

 

2.3 面接官（大学教授）の求める人材とは？ 

そもそも、面接官（大学教授）にとって、受験生はどのような人になるのでしょう

か。 

 

教授から見ると、院試で合格する人は、自分の研究室の学生になる可能性がある人

ということです。 

修士の学生は、教授にとっては助手みたいなものですので、最低でも 2 年間は密接

にコミュニケーションを取り、共に研究を進めていく必要があります。 

 

このことを考慮すると、次のような学生は、少し学業が優秀であっても合格にした

いとは思わないでしょう。 



 

【面接試験に落ちる人の特徴】 

・コミュニケーション能力が著しく不足している人 

・研究への熱意が感じられない人 

・話していて不快に感じる人 

 

教授が求めているのはこれらと真逆の人と言うこともできます。 

すなわち、以下のような人です。 

 

【面接試験に合格する人の特徴】 

・コミュニケーション能力が高い人（きちんと受け答えできる） 

・研究への熱意があり、自ら試行錯誤しながら研究を進められる人 

・話していて気持ちのいい人 

 

教授からしても、2 年間共に過ごすのですからどんな学生でもいいというわ

けにはいきません。 

 



面接試験に合格するためには、『なにを求められているのか』をきちんと考

慮した上で、受け答えをしっかりと考えましょう。 

 

また、自分自身が熱心に打ち込める専攻や研究室を選ぶということも、忘れ

てはいけない重要なことです。 



3. 院試面接試験対策①（質疑応答） 

3.1 面接は 2 種類。点数化される場合とされない場合がある 

面接試験は点数化される場合とされない場合があります。 

換言すれば、合否に大きく関わるか、ほとんど関わらないかの違いです。 

 

ここで、“ほとんど“と記載しているのは、合否に全く関係がなければ、わざ

わざ時間を割いてまで面接を行う意味がないためです。 

大学院関係者（試験官）の立場で考えると、会話がきちんとできない人、面

接の態度が著しく悪い人、大学院で研究をする気のない人は入学させたくない

ですよね。 

 

そのため、面接が合否に大きく関わるか否かに関わらず、面接対策は行う必

要があります。 

しかし、筆記試験対策との時間配分などを考慮する際に、面接が合否に大き

く関係するかどうかは重要な要素であるので、面接試験が点数化されるかどう

かをチェックする方法を紹介します。 

 

面接試験が点数化されるかどうかは、簡単にチェックすることができます。 



 

【面接試験が点数化されるかどうかをチェックする方法】 

①各大学院の HP で面接の配点があるかチェックする 

（例）東京大学大学院 工学系研究科 システム創生学専攻 

数学 300 点 英語 150 点 小論 150 点 面接 200 点 

 

②各大学院の HP で面接が二次試験に位置づけられているかチェックする 

 

①や②に当てはまる場合は、面接時間は 10 分～20 分。 

当てはまらない場合は、面接時間は 5 分～10 分くらいです。 

まれに 5 分以内に終わったというケースもあります。 

 

また、人数は 1:3 から 1:10 くらいまで想定しておきましょう。 

『専攻に所属する教授の数』÷『面接会場の数』で、おおよそですが面接官の人数

を計算できます。 

そこに、司会の人が加わるか否かといったところです。 

 



ちなみに、面接試験が二次試験という位置づけの場合、一次試験の筆記試験と二次

試験の面接試験の間に、1 週間程度間が開くケースもあります。 

 

もちろん、①、②のどちらにも当てはまらないケースでも、受験の合否や研究室へ

の配属先に多少なりとも影響を与えるでしょう。 

 

次は、院試サークルの難関大学院受験者が、面接試験で聞かれたことをまとめてい

ますので、自分ならどう答えるかをしっかりと考えてながら読み進めていってくださ

い。 

 

3.2 大学院面接試験でよく聞かれる質問とポイント 

 

難関大学受験者が、面接で聞かれた質問及びそのポイントをまとめました。 

どの質問にも対応できるように準備してください。 

また、面接試験はほとんどのケースは 15 分以内に終わります。 

多くても 5,6 個の質問に回答する時間しかないので、あまり気負いすぎないで面接に

臨みましょう！ 

まずは、よく聞かれる質問 BEST5 を紹介します。 



 

No.1 「大学院でどのような研究をしたいか？」 

 

【類似質問】 

・なぜこの専攻を志望しているのか？ 

・なぜこの研究室を志望しているのか？ 

 

この質問は、ほぼ 100％聞かれる質問です。 

類似質問にもあるように、専攻・研究室・研究内容を統括した質問なので、これらす

べてを絡めて解答ができるとベストです。 

 

1. 大学院ではこんな研究がしたい 

2. なぜなら・・・ 

3. そのため、この専攻・研究室を志望している 

 

【チェックポイント】 

・大学院でやりたいことを明確にイメージできているか 



・やりたい研究と、志望する専攻、研究室に齟齬がないか 

・大学名が欲しいだけの上っ面の理由ではないか 

 

【志望理由書（研究計画書）を提出している場合】 

志望理由書に、大学院で研究したい内容、なぜその専攻・研究室を志望したのかはす

でに記載されていると思います。 

このような人は、以下の 2 点に気をつけましょう。 

【注意点】 

・志望理由書で書いた内容を忘れないようにする 

 →コピーを取り忘れないようにし、何度も見直しましょう 

・志望理由書よりも、一歩深く話をできるように準備しておく 

 →志望理由書と全く同じ内容を話すのであれば面接する必要はありません。一歩深

く突っ込まれても答えられる準備をしておきましょう 

 

 

No.2 「大学でどのような研究をしているのか？」 

 

この質問も、よく聞かれます。 



といっても、よほど教授が興味を持たない限りは深く突っ込まれることはありませ

ん。 

 

きちんと大学で研究をしているか、自身の研究内容を把握しているかということを

問われています。 

換言すると、「大学院できちんと研究をしてくれるか」を見られているということ

です。 

わかりやすく、簡潔に伝えることを意識してください。 

 

意欲をもって主体的に研究している様子を伝えられるとさらにいいです。 

 

【チェックポイント】 

・専門用語をなるべく排除した、わかりやすい、簡潔な説明になっているか 

・誰かのうけうりではなく、自分のことばで説明できているか 

・誰が聞いても一回で理解できる内容になっているか 

 

【大学と学院でやりたい研究内容が似ている場合】 

このケースだと、とくに突っ込まれることもないでしょう。 



(1)現在の研究内容は・・・ 

(2)修士でもさらに深く研究したい 

(3)そのため、最先端の研究をしている（研究環境が整っている）この研究室を志望

している 

※他大学を受験する場合は、なぜそのまま進学しないのかをきちんと説明できるよう

にしましょう 

 

【大学と大学院でやりたい研究内容が異なる場合】 

無理に関連付ける必要はありません。正直にそのことを伝えましょう。 

外部受験の場合は、大学と大学院でやりたい内容が異なるケースの方が多いくらいで

す。 

 

文転や理転などもこの最たる例と言えます。 

(1)現在の研究内容は・・・ 

(2)修士ではこんな研究をしたい 

(3)なぜなら・・・ ※自身の経験に紐付いているとさらに◎ 

(4)そのため、この研究室を志望している 

 



 

No.3 「他にどこを受験しているか？」 

 

この質問も 70％くらいの確率で聞かれます。 

隠す必要はありません。受験している大学院・専攻を伝えましょう。 

 

関連性の高い専攻のみを志望している場合は、とくに深く質問されることはないと

思います。 

しかし、関連性の薄い専攻(例えば、文系と理系など)を志望している場合は、理由を

聞かれることも。 

しっかりと回答を用意しておきましょう。 

 

【チェックポイント】 

・一貫性のある専攻を選択しているか 

・関連性が薄い場合、きちんと理由を答えられるか 

 



【掘り下げられても答えられるように！】 

「うちの専攻とやっていることだいぶ違うよね？」 

「なんでその専攻も受験しているの？」 

関連性の薄い専攻を受けている場合は、このように聞かれることもありますが、お

そらく単純な興味からの質問で、決して圧迫されているわけではありません。 

(1)一番やりたい研究は第一志望の〇〇という研究です 

(2)また、〇〇の研究にも興味があるので、その専攻を受験もしています 

 

 

No.4 「受験している大学院・専攻に全部受かったらどこに入るか？」 

 

複数の大学院・専攻を受験していると伝えた場合は、そのあとに「全部受かったら

どこに入るの？」と聞かれるケースが多いです。 

回答は、3 つのパターンに別れます。 

 

【回答パターン】 

① 第一志望なので、「ここに入ります」と回答する 



② 第一志望ではないが、「ここに入ります」と虚偽を交えて回答する 

③ 第一志望ではないため、「〇〇に入ります」と正直に回答する 

 

パターン 1 であれば、なにも問題はないと思います。 

問題は、第一志望ではない場合、パターン 2 とパターン 3 どちらの回答をするかです

よね。 

 

結論をいうと、「どちらでも大した違いはない」です。 

 

教授達（試験官）の立場で考えると、「合格者を少なくしすぎて、定員割れの研究

室がでることは避けたい」という意図の質問だと考えられます。 

しかも、受験生が第一志望と言っていても進学しない可能性は考慮していると思われ

ます。 

さすがに、「第一志望じゃない」と伝えたせいで、不合格にさせられることはないで

しょう。 

 

しかし、面接官も人間ですので、表面上表れなくても、不快にさせたり、印象が悪

くなったりする可能性は 0 ではありません。 



「第一志望じゃない」と伝えるのがどうしても不安な人は、パターン 2 の回答をし

てもいいかもしれません。 

 

【To be honest】 

・第一志望に合格できる自信がない 

・第一志望におそらく落ちてしまった 

・試験の合否に影響がないのか不安 

・教授の印象が悪くならなる可能性は排除したい 

このような人は、嘘でも「第一志望です」と答えていいと思います。 

ただし、第一志望にも合格した場合、心情的に断りづらいというデメリットもあるの

で、第一志望に合格する自信があれば正直に答えるようにしましょう。 

 

 

 

No.5 「専門的な質問」 

 



専門的な質問は、必ず質問されるパターンと、こちらの回答に対して質問されるパ

ターンの 2 つがあります。 

そのため、志望する研究室で現在行っている主な研究や、教授の執筆した論文など

は、いくつか読んでから面接試験に望んだほうがいいでしょう。 

 

面接試験対策だけでなく、志望する研究室を決める際にも、HP で調べたり、論文

を確認するくらいはしたほうがいいかもしれません。 

 

【専門的な質問をされるパターン】 

(1) 全員に同じ質問がされる 

 例）あなたにとって国際協力とはなにか？ 

(2) こちらの回答に対して質問される 

 例）ゲーム理論の具体例なにか言える？ 

→「大学院でどのようなことがしたい？」「なんでこの研究室を志望しているの？」 

このような質問に対して、深く意味を理解しないまま専門用語を口にしてしまうと、

突然詰められるケースがあります。これらの質問に対して回答が詰まってしまうと、

勉強不足が露見してしまうので注意しましょう。 



「不用意に専門用語を口にしない」「事前に専門用語を調べておく」のどちらかの対

策が必要になります。 

 

 

 

★コラム 院試の面接は圧迫面接？★ 

 

院試の面接試験は圧迫面接ではありません。 

 

「なんでこの研究室を志望しているの？」 

「この研究室じゃなきゃだめなの？」 

「他の研究室でもできるんじゃない？」 

このような質問を受け、圧迫面接のように感じた人は何人かいましたが、原因は準備

不足によるものだと思います。 

 

「あれ？この大学じゃなくてもできるんじゃないか？」 

「あれ？他の研究室でもいいんじゃないか？」 

このような疑問を感じたら、どんどん質問をされます。 



1 つの回答に対して、「なぜ？」と 3 回は問いかけられてもいい準備をしておきまし

ょう。 

 

自分一人では気づかないこともたくさんあるので、教授、先輩や友人などに頼ん

で、面接の練習をしてもらうことをおすすめします。 

 

3.3 面接試験でたまに聞かれる質問と全体的なポイント 

 

上述した 5 つの質問は、かなり聞かれる可能性の高い質問です。 

その他、聞かれる可能性は低いですが、回答を準備しておきたい質問をご紹介しま

す。 

 

【面接試験でたまに聞かれる質問一覧】 

(1)「試験の出来栄えは？」「何点くらい取れたと思う？」 

(2)「修士で就職する？博士まで進む？」 

(3)「将来はなにをしたいの？」 

(4)「研究室の情報はどうやって得たの？」 



(5)「第一志望の研究室じゃなくても来る？」 

(6)「大学ではなぜその研究を選んだの？」 

 

 

【面接（質疑応答）の全体的なポイント】 

上述したように、面接は圧迫ではないですが、疑問点があればどんどん聞かれます。 

よく聞かれる 5 つの質問はもちろんですが、たまに聞かれる質問についても、「な

ぜ？」「なぜ？」と何回も回答を深堀りして下さい。 

その際、先輩や友人など、第三者にアドバイスをもらうのも効果的です。 

 

また、場合によっては、英語の試験よりも配点が高いケースもあります。 

面接だからと侮るのではなく、しっかりと準備をするようにしましょう。 

 

次は、大学院面接試験対策②（外見）に入りますが、1 次の筆記試験は通ったけ

ど、2 次の面接試験で落ちたという人は意外と多いです。 

 

面接試験に関しては、紙に書き一人で黙読するだけでは対策としては少し弱いで

す。 



実際に声に出し、何回も誰かに聞いてもらい、「なぜ？」と理由を深堀りしてくこと

で、面接試験本番でもスムーズに口から言葉がでるようになるでしょう。 



4. 院試面接試験対策②（外見） 

4.1 【メラビアンの法則】院試面接は見た目で判断される？  

 

人は中身ではなく外見で判断してしまう。 

見る目は持っていても、観る才を持っていない 

ーーニッコロ・マキャベリ（【イタリアの政治思想家】代表作「君主論」）ーー 

 

【メラビアンの法則】 

話し手が聞き手に与える影響について数値化したもの 

・見た目：55％ 

・声の大きさ・トーン：38％ 

・話の内容：7％ 

 

 

4.1.1 面接は話す内容だけでは決まらない 

 



「面接はどんなことを話すかで決まるのでは？」 

「見た目で優劣をつけるなんてフェアじゃない！」 

面接は話す内容だけでは決まらないというと、このように反論したくなる人もいる

と思います。 

 

このような人は、ぜひ面接官になったつもりで以下の問を考えてみて下さい。 

 

【どっちを選ぶ？】 

A さん：髪の毛が乱れていて、無精髭が生えている 

B さん：髪が整っていて、身だしなみに清潔感がある 

 

さて、A さんと B さん、どちらと一緒に研究をしたいですか？ 

 

出身大学や学部、話している内容も優劣がつけがたい状態では、ほとんどの人が B

さんを選ぶのではないかと思います。 

 

もう一つ例を出してみましょう。 

 



【どっちを選ぶ？】 

C さん：胸を張り、明るくハキハキした声で受け答えをする 

D さん：姿勢が悪く、ぼそぼそとつぶやくような暗い声で受け答えをする 

 

さて、前回同様、話している内容から優劣をつけられない時、どちらと一緒に研究

をしたいですか？ 

 

もちろん、C さんですよね。 

 

 

4.1.2 なぜ、話している内容だけでは決まらないの？ 

 

 

面接官は、見た目や話し方、声のトーンからその人がどんな人なのかを推測してい

ます。 

 

例えば、先程の A さん、B さん、C さん、D さんは次のような人だと判断される可

能性が高いです。 



そして、短い面接試験の中では、その印象を覆すことはかなり難しいと認識してお

きましょう。 

 

A さん：髪の毛が乱れていて、無精髭が生えている 

→だらしない。不真面目。期限や納期を守らなさそう。 

 

B さん：髪が整っていて、身だしなみに清潔感がある 

→しっかりしている。真面目。きちんと研究をしてくれそう。 

 

C さん：胸を張り、明るくハキハキした声で受け答えをする 

→明るい性格。ポジティブ。コミュニケーション能力が高い。 

 

D さん：姿勢が悪く、ぼそぼそとつぶやくような暗い声で受け答えをする 

→暗い性格。ネガティブ。コミュニケーション能力が低い。 

 



誰もが、初対面の人と話すときはその人の服装や髪型、姿勢、声の大きさやトー

ン、早さなどから「この人は面白そうな人だな」「この人は明るくて一緒にいて楽し

そうだな」と判断しているでしょう。 

 

それなのに、面接官だけは話す内容で評価して欲しいというのは虫のいい話です。 

面接官（教授）も、これから最低でも 2 年間一緒に研究を行うパートナーを選んでい

るわけですから、「一緒にいて楽しそうか」「頑張って研究をしてくれそうか」を最

初の見た目やその後の一挙一動から判断しようとします。 

 

もちろん、話す内容はなんでも良いというわけではありません。 

しかし、見た目や声の大きさ、トーンなども面接試験の結果に大きな影響を与えると

いうことを知っておいたほうがいいでしょう。 

 

 

4.1.3 話す内容は 7％だけ？見た目と声で 93％印象が決まる！ 

 

【メラビアンの法則】 

話し手が聞き手に与える影響について数値化したもの 



・見た目：55％ 

・声の大きさ・トーン：38％ 

・話の内容：7％ 

 

 

さて、メラビアンの法則は院試の面接試験だけでなく、その後の就職活動の面接

や、社会に出てからの上司やクライアントと初めて顔を合わせるときにも知っておく

と有利になりますのでもう一度紹介します。 

 

メラビアンの法則とは、1971 年にアメリカの心理学者アルバート・メラビアンが提

唱した概念のことです。 

上のメラビアンの法則の内容を見ていただくと、見た目、声の大きさ、トーンなどの

非言語情報がかなり重要であることが分かると思います。 

 

【どっちを選ぶ？】 

E さん：身を乗り出し、目を輝かせながら「研究がんばります！」と答える 

F さん：足を組み、背もたれに背中を預けながら「研究がんばります」と答える 

 



同じセリフでも、あなたが受け取る印象は全く違うものになるでしょう。 

 

『志望理由』や『研究したい内容』を考えることも大切ですが、『髪型』『服装』

『匂い』『姿勢』『表情』『声の大きさ』『声のトーン』も同じかそれ以上に重要で

すので、ぜひ意識してみて下さい。 

 

面接は、名前を呼ばれて面接会場に入ってから、椅子まで歩く、着席する、質問さ

れるという過程を経て、初めてこちらから話し始めます。 

 

その間 20 秒近く。 

面接官があなたの第一印象を決めるのに十分すぎる時間です。 

 

そして、面接は長くても 20 分ほど。 

こんな短時間で第一印象を覆すのは、かなり難しいでしょう。 

 

面接試験においてはメラビアンの法則が完璧に当てはまるかと言われればそうでは

ないかもしれませんが、見た目や声の大きさ、トーンが大切であることは言うまでも

ありませんね。 



 

大学院入試試験は、万が一不合格になれば一年間も時間の遅れが発生してしまう、

人生においてもかなりの重大イベントと言えます。 

 

そんな重大イベントで後悔しないよう、ぜひ『話す内容』以外の重要なことを頭に

入れて、面接試験に望んで下さい。 

 

それでは早速、面接試験で気をつけるポイントを紹介していきます！ 

 

 

4.2 【院試面接はスーツ】髪型・服装・表情・姿勢等で気をつけ

るべきポイント 

 

外見で人を判断しないのは愚か者である。 

ーーオスカー・ワイルド（アイルランドの詩人、作家）ーー 

 

さて、見た目や声のトーンなど、非言語情報が第一印象を左右する非常に大切な情

報であることは理解していただけたと思います。 



そして、面接は 5～20 分程度。もし第一印象が悪かったとしても、5～20 分の短い

時間でひっくり返すことは難しいです。 

 

そのため、以下に記載する身だしなみのポイントは全てチェックするようにしてく

ださい。 

 

【面接で注意するべき 8 つのポイント】 

① 服装 

② 靴 

③ 髪型 

④ 姿勢 

⑤ 表情 

⑥ 視線 

⑦ におい 

⑧ 声 

 

 



4.2.1 服装 

院試の面接はスーツで行きましょう。 

たまに内部生で私服の人がいますが、かなり浮きます。 

教授もスーツを着ていますし、面接はスーツで行くのがマナーです。 

 

リクルートスーツで OK ですので、新しく買う必要はありません。 

 

【NG ポイント】 

襟が折れている。ネクタイが曲がっている。私服を着ている 

 

 

4.2.2 靴 

意外と見られているのが靴です。 

「人の本質は細部に現れる」といいますが、靴もしっかりとチェックしましょう。 

黒革で紐がついている靴でビジネスシューズであればひとまず OK です。 

 

前日にきちんと磨いてから面接に臨みましょう。 

 



【NG ポイント】 

スニーカーなどスーツと合わない。色褪せて汚れている 

 

 

4.2.3 髪型 

言うまでもないですが、髪型は第一印象を大きく左右するかなり重要なポイントで

す。 

しっかりと不快感を与えない髪型を意識しましょう。 

 

【NG ポイント】 

寝癖がついている。前髪が目にかかっている。派手なカラーリング。清潔感がない 

 

 

4.2.4 姿勢 

姿勢は大きく 2 つに分けられます。 

立っているときの姿勢と座っているときの姿勢です。 



当日いきなり正しい姿勢を取ることは難しいので、普段から正しい姿勢を意識してお

きましょう。 

 

【NG ポイント】 

体が傾いている。背もたれに体重を預ける。背中が曲がっている 

 

 

4.2.5 表情 

いつも無帳面の人よりも笑顔の人のほうが見ていて気持ちが良いですよね。 

熱意があれば、表情は自然に動くもの。 

きちんと表情筋を使って、口角を上げるようにしましょう。 

 

【NG ポイント】 

無帳面。しかめっ面。無表情 

 

 



4.2.6 視線 

・・・ 

 

―――無料特別版４３ページ（全７８ページ中）了――― 

※続きは本文をご覧ください 

 

院試勉強法バイブル Amazon公式―ページ 

院試面接バイブル Amazon公式ページ 

 

https://www.amazon.co.jp/1-000%E4%BA%BA%E4%BB%A5%E4%B8%8A%E3%81%AE%E2%80%9C%E9%9B%A3%E9%96%A2%E2%80%9C%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2%E5%8F%97%E9%A8%93%E3%81%AB%E6%90%BA%E3%82%8F%E3%82%8B%E9%99%A2%E8%A9%A6%E3%81%AE%E3%83%97%E3%83%AD%E3%81%8C%E6%95%99%E3%81%88%E3%82%8B-%E9%99%A2%E8%A9%A6%E5%8B%89%E5%BC%B7%E6%B3%95%E3%83%90%E3%82%A4%E3%83%96%E3%83%AB-%E3%81%8F%E3%82%8D%E3%81%BE%E3%81%82%E3%81%8F%E3%81%A8-ebook/dp/B089FNF6QH/ref=pd_sbs_351_1/356-4232234-2028603?_encoding=UTF8&pd_rd_i=B089FNF6QH&pd_rd_r=fc904b50-302c-4a29-b958-a7592836014f&pd_rd_w=qmExw&pd_rd_wg=mwfvn&pf_rd_p=7642417c-6494-4d06-a2b0-fcb0e0b3c563&pf_rd_r=Z8V28T05FBAZ28VF39GQ&psc=1&refRID=Z8V28T05FBAZ28VF39GQ
https://www.amazon.co.jp/1-000%E4%BA%BA%E4%BB%A5%E4%B8%8A%E3%81%AE%E2%80%9C%E9%9B%A3%E9%96%A2%E2%80%9C%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2%E5%8F%97%E9%A8%93%E3%81%AB%E6%90%BA%E3%82%8F%E3%82%8B%E9%99%A2%E8%A9%A6%E3%81%AE%E3%83%97%E3%83%AD%E3%81%8C%E6%95%99%E3%81%88%E3%82%8B-%E9%99%A2%E8%A9%A6%E5%8B%89%E5%BC%B7%E6%B3%95%E3%83%90%E3%82%A4%E3%83%96%E3%83%AB-%E3%81%8F%E3%82%8D%E3%81%BE%E3%81%82%E3%81%8F%E3%81%A8-ebook/dp/B089FNF6QH/ref=pd_sbs_351_1/356-4232234-2028603?_encoding=UTF8&pd_rd_i=B089FNF6QH&pd_rd_r=fc904b50-302c-4a29-b958-a7592836014f&pd_rd_w=qmExw&pd_rd_wg=mwfvn&pf_rd_p=7642417c-6494-4d06-a2b0-fcb0e0b3c563&pf_rd_r=Z8V28T05FBAZ28VF39GQ&psc=1&refRID=Z8V28T05FBAZ28VF39GQ
https://www.amazon.co.jp/200%E4%BA%BA%E4%BB%A5%E4%B8%8A%E3%81%AE%E2%80%9C%E9%9B%A3%E9%96%A2%E2%80%9C%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2%E5%8F%97%E9%A8%93%E3%81%AB%E6%90%BA%E3%82%8F%E3%81%A3%E3%81%9F%E9%99%A2%E8%A9%A6%E3%81%AE%E3%83%97%E3%83%AD%E3%81%8C%E6%95%99%E3%81%88%E3%82%8B-%E9%99%A2%E8%A9%A6%E9%9D%A2%E6%8E%A5%E3%83%90%E3%82%A4%E3%83%96%E3%83%AB-%E3%81%8F%E3%82%8D%E3%81%BE%E3%81%82%E3%81%8F%E3%81%A8-ebook/dp/B07XX7KZSL

